
実践真宗学の最前線
長岡阿衣璃さん＆長尾菜摘さん 院生
「チャプレンは不完全な伴走者」
「人に寄り添うには自分に寄り添うのが大事」
「傾聴とは、苦しむ人々から零れ落ちた心の声を拾い、

その悲しみを受け止め、

ともに生を育ませていただく」
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長岡阿衣璃さんの発表資料
chaplain

写真左のブレイン比嘉先生は浄土真宗のチャプレンは「不完全な伴走者」であると教えてくださりまし
た。つまり、ケアの姿勢とは、自ら苦しみ続ける不完全な私を知り、伴走者としてケアを求める者と共
に歩み心を寄り添わさせていただくことだと学びました。そして、人に寄り添うには自分に寄り添うこと
が大切であり、阿弥陀さまが私たち一人ひとりに伴走してくださっているところに安心があるのだとお
話ししてくださいました。



polis chaplain

写真の中央に写っているのが曽我大円
先生、ポリスチャプレンです。
訪問したワイパフ本願寺には数人のポリ
スもいらっしゃり、気さくに話す姿も見られ
ました。業務をする時には警察官と同じ
制服を身につけ、事件や事故の現場に
呼ばれることもあるそうです。
被害者の方の話をただひたすら聴かせ
てもらう時もあれば、安否の確認や情報
整理など臨機応変に対応が求めらる時も
あるそうです。

長岡阿衣璃さんの発表資料



臨床宗教師とは？ 長尾菜摘さん発表資料

→苦悩を抱える人々に寄り添い、傾聴する宗教者

医療現場

終末期医療患者への
ターミナルケア

被災地の仮設住宅

被災によって死別を経験した方
などへのグリーフケア

福祉施設

施設利用者の悩みや苦しみを
聞かせていただく

死 死
別

生病 生

病

苦しむ人々から零れ落ちた心の声を拾い、
その悲しみを受け止め、ともに生を育ませていただく

※ターミナルケア…終末期緩和ケ
ア

※グリーフケア…悲嘆ケア



「患者さんの心の負担を軽減させる」ことを目的とし、負担となり得る問題を解決し、
時に人生に楽しみを提案し、与えることも役割の一つ。
例）・元気な時間に将棋をしたり

・大好きなコーヒーを淹れてあげたり
・旅行好きな患者さんと遠出をしたり
・バイク好な人と原チャリで病院敷地内を走ったり など

傾聴をする中で「あなた」だからこそ言うことができた趣味やしたい事を聞かせて頂くことが
できる。

患者さんが病院で過ごす中で「生きる意味・生きている意
味」を見つけてくれた時が、臨床宗教師としての喜びとなる。
長尾菜摘さん発表資料
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